
Ｑ 

市
民
の
暮
ら
し
の
不
安
を
取
り
除
く

た
め
に
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
は
ど

の
よ
う
に
貢
献
で
き
る
の
か
。
市
の

現
状
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

Ａ 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
Ａ
Ｉ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
総
合
窓
口

の
設
置
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化
に
努

め
て
き
た
。
現
在
、
よ
り
効
果
的
に

市
民
の
皆
様
に
情
報
が
届
く
よ
う
、

発
信
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
分
析

を
行
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層

の
整
理
と
運
用
方
法
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。

Ｑ 

福
祉
を
必
要
と
す
る
人
ほ
ど
時
間
に

余
裕
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
制
度
に

た
ど
り
着
け
な
い
課
題
が
あ
る
。
千

葉
市
の
よ
う
な
個
別
の
プ
ッ
シ
ュ
型

通
知
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ 

市
で
は
分
野
別
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
プ
ッ
シ
ュ
型
通
知
を
す
で
に
実
施

し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
。

健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
水
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
に
つ
い
て

Ｑ 

昨
年
の
国
の
調
査
で
は
静
岡
県
内
に

２
０
０
㎏
以
上
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
が
あ
る

と
確
認
さ
れ
て
い
る
。
市
内
の
調
査

は
ど
う
か
。

Ａ 

水
道
水
の
水
質
検
査
で
当
該
物
質
の

検
査
を
行
っ
て
お
り
、
水
質
に
全
く

問
題
は
な
い
。
河
川
水
に
つ
い
て
は

県
が
調
査
し
て
い
る
。

Ｑ 

水
質
検
査
の
結
果
は
公
表
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ 

安
全
が
完
全
に
確
保
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
公
表
し
て
い
な
い
が
、

関
心
の
高
い
方
も
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
次
回
検
査
の
公
表
に
つ
い
て
は

貴
重
な
意
見
と
し
て
承
る
。

一 般 質 問

市 政 を 質
ただ

す    ！

２月定例会では、９議員が一般質問を行いました！

　６～９ページまでの代表質問では、各会派の代表議員が総括質問をするの

に対して、一般質問は議員個人が市の執行機関に対して、市の事務の執行状

況や今後の方針などについて質問を行います。

　新型コロナウイルス感染症対策として、代表質問および一般質問は１人に

つき通常30分の質問時間を、20分に短縮して実施しています。

　代表質問および一般質問の全ての内容は、市議会ホームページの

「映像配信」、「会議録検索」からご覧いただくことができます。

※最新の内容は掲載まで時間が掛かることがありますのでご了承下さい。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
を
目
指
し
て

自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
何
が
で
き
る
の
か

秋
あき

山
やま

博
ひろ

子
こ

（無会派）

欲しい情報を選んで受信できる

焼津市公式ＬＩＮＥ
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Ｑ 

地
域
ご
と
自
主
防
災
会
の
活
動
と
体

制
の
継
続
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
活

か
そ
う
と
し
て
い
る
か
。

Ａ 

年
度
当
初
、
年
間
計
画
及
び
組
織
表
、

年
度
末
に
は
活
動
報
告
が
提
出
を
依

頼
。
新
た
な
役
員
に
は
、
毎
年
年
度

当
初
自
主
防
災
会
ご
と
、
組
織
運
営

等
の
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て
い
る
。

Ｑ 

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
Ｖ
Ｃ
）
本
部
立
上
げ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

改
訂
は
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
か
。

Ａ 

令
和
２
年
度
中
に
焼
津
市
社
協
で
原

案
を
作
成
し
、
市
関
係
課
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
意
見

を
求
め
改
定
案
が
策
定
さ
れ
た
。
開

設
訓
練
が
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
、
改

善
点
修
正
を
社
協
が
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
で
原
発
災
害
避
難
計
画

が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
の
は
焼
津
・

藤
枝
だ
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る

か
。

Ａ 

焼
津
市
の
避
難
先
（
県
の
東
部
６
市

町
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
）
に
意
見

照
会
を
し
て
、
そ
の
最
終
調
整
を
県

で
行
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま
ち
づ
く
り
は

ど
の
よ
う
な
土
地
利
用
を
す
る
の
か

Ｑ 

優
良
農
地
は
土
地
の
利
用
規
制
が
厳

し
い
。
農
業
以
外
の
機
能
が
設
定
さ

れ
れ
ば
「
市
街
化
区
域
編
入
」
は
避

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
い
い
か
。

Ａ 

準
備
組
合
で
土
地
利
用
案
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
土
地
利
用
計
画

を
県
と
協
議
す
る
。
現
時
点
で
市
街
化

区
域
に
つ
い
て
答
え
る
こ
と
は
な
い
。

Ｑ 

手
法
は
土
地
区
画
整
理
事
業
か
。

Ａ 

専
門
家
か
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
が

考
え
ら
れ
る
と
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

Ｑ 

農
地
転
用
の
許
可
は
で
き
る
か
。

Ａ 

一
般
論
と
し
て
、
市
街
化
調
整
区
域

で
は
農
地
法
上
、
転
用
許
可
は
で
き

な
い
。

Ｑ 

施
策
と
し
て
、
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
、
子
ど
も
が
心
豊
か
に
育
つ
ま

ち
づ
く
り
と
し
、
結
婚
・
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
の
推
進
に
取
り
組
む
と

あ
る
。
取
り
組
み
の
内
容
と
結
果
は
。

Ａ 

本
市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
子
ど
も

未
来
部
を
創
設
し
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
策
を
一
体
的
に
推
進
す
る
体

制
と
し
た
。
第
１
期
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
か
ら
第
２
期
計
画

の
下
、
若
い
世
代
の
出
会
い
の
創
出
、

不
妊
治
療
の
助
成
、
子
ど
も
医
療
費

の
無
料
化
な
ど
の
経
済
的
な
負
担
軽

減
、
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
相

談
体
制
の
充
実
、
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ

ど
も
館
や
児
童
セ
ン
タ
ー
と
ま
と
ぴ

あ
の
整
備
等
に
取
り
組
ん
だ
。
結
果

と
し
て
、
昨
年
５
月
に
公
表
し
た
市

民
意
識
調
査
で
は
、
子
ど
も
の
い
る

世
帯
の
８
割
が
安
心
し
て
子
育
て
出

来
る
ま
ち
と
評
価
す
る
回
答
だ
っ
た
。

Ｑ 

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
各
種

事
業
の
実
施
状
況
は
、
小
・
中
学
校

教
育
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
全
児
童

用
机
・
椅
子
の
更
新
が
完
了
、
全
小
・

中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
等
環
境

整
備
が
実
施
さ
れ
、
次
は
授
業
充
実

と
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
。

Ａ 

小
集
団
活
動
は
短
時
間
で
行
い
、
十

分
な
距
離
を
と
る
な
ど
、
通
常
の
教

育
活
動
に
近
い
形
で
実
施
し
、
学
校

行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
様
に
は
出

来
な
い
行
事
が
多
か
っ
た
が
工
夫
し

て
実
施
し
た
。

Ｑ 

地
域
部
活
動
推
進
事
業
は
。

Ａ 

令
和
４
年
度
か
ら
地
域
部
活
動
と
し

て
実
施
し
、
各
種
目
を
専
門
と
す
る

地
域
の
方
や
指
導
希
望
の
教
職
員
で

休
日
を
中
心
に
活
動
を
行
う
。

市
政
方
針
よ
り
、
子
育
て
・
教
育
分
野
の

施
策
か
ら
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
伺
う
！

杉
すぎ

田
た

源
げん

太
た

郎
ろう

（日本共産党市議会議員団）

太
おお

田
た

浩
こう

三
ざぶ

郎
ろう

（市民派議員団）

災
害
発
生
時
の
地
域
防
災
組
織
と
の
連
携
、

Ｖ
Ｃ
本
部
立
上
げ
、
ま
た
原
発
災
害
避
難
計
画
は

２月定例議会最終日報告された

原子力災害広域避難計画

地域部活動の１つ「やいづ海洋

クラブ（海洋体験）」のイメージ
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Ｑ 

幹
線
道
路
は
、
郊
外
の
未
整
備
区
間

や
都
市
計
画
道
路
等
に
つ
い
て
、
早

期
整
備
、
完
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

生
活
道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
の
拡

張
や
舗
装
な
ど
の
要
望
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　 

市
民
の
要
望
を
聞
い
て
ス
ポ
ッ
ト
で

の
対
応
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
未
来

の
焼
津
の
都
市
像
を
描
い
た
上
で
の

道
路
設
計
、
計
画
が
必
要
だ
と
感
じ

て
い
る
。
市
の
対
応
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ 

幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
と
の
連

携
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
促
進
の
要
望
な
ど
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
行
く
。
生
活
道
路
に
つ
い

て
は
、
地
元
の
皆
様
の
理
解
、
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
整
備
を
進
め
て
行
く
。

　

 
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活

の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
産
業
の
発

展
、
交
流
の
拡
大
を
図
る
上
で
大
変

重
要
で
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
、
社

会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
計

画
的
整
備
に
取
り
組
む
。

接
遇
面
市
民
満
足
度
向
上
の
た
め
に

Ｑ 

職
員
の
接
遇
に
関
す
る
市
民
満
足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

市
町
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
焼
津

市
は
ど
う
か
。
職
員
に
対
し
接
遇
向

上
の
た
め
の
研
修
等
を
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

Ａ 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
総
合
計
画
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
な
ど
を
通
し
て
、
意
見
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
引
き
続
き
、
接
遇
研

修
の
ほ
か
、
新
庁
舎
の
開
庁
を
機
に

見
直
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
実
践
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
通
し
て
さ
ら
な
る
接

遇
の
向
上
に
努
め
て
行
く
。

Ｑ 

昨
年
11
月
定
例
会
で
打
ち
出
さ
れ
た

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
計
画
と
、
周
辺

の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
進
め
方
は
。

Ａ 

人
が
中
心
の
、
居
心
地
よ
く
、
歩
き

た
く
な
る
ま
ち
の
形
成
を
目
指
し
た

国
の
支
援
事
業
。
お
お
む
ね
１
キ
ロ

範
囲
を
設
定
し
、
快
適
な
交
流
や
滞

在
空
間
の
形
成
、
公
共
的
空
間
の
創

出
や
修
景
整
備
。
楽
し
み
な
が
ら
周

遊
・
休
息
が
で
き
、
移
動
し
や
す
い

交
通
環
境
の
整
備
を
計
画
す
る
。
こ

の
エ
リ
ア
は
多
様
な
人
々
が
集
う
「
港

ま
ち
や
い
づ
」
創
造
エ
リ
ア
と
し
て

県
か
ら
認
定
さ
れ
、
更
な
る
に
ぎ
わ

い
創
出
に
向
け
て
力
強
く
推
進
す
る
。

Ｑ 

当
該
地
域
の
タ
ー
ン
ト
ク
ル
こ
ど
も

館
の
現
状
、
駅
前
通
り
商
店
街
の
空

き
店
舗
活
用
状
況
は
。

Ａ 

こ
ど
も
館
は
昨
年
７
月
の
開
館
か
ら

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹
底
す
る
中
で

４
万
人
を
超
え
る
幅
広
い
世
代
の
皆

様
が
来
館
。
商
店
街
の
空
き
店
舗
は

こ
の
２
年
間
で
10
軒
改
修
さ
れ
た
。

教
育
環
境
整
備
の
充
実

Ｑ 

今
後
の
教
育
環
境
の
予
定
と
教
育
活

動
に
お
け
る
支
援
人
材
の
配
置
は
。

Ａ 

教
育
環
境
整
備
に
つ
い
て
計
画
的
・

精
力
的
に
推
進
し
て
き
た
。
今
後
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
最
優
先
課
題
に
、

短
期
集
中
的
に
工
事
を
し
、
令
和
７

年
度
ま
で
に
改
修
を
完
了
予
定
。
机

椅
子
の
更
新
は
令
和
４
年
度
に
完
了
。

支
援
人
材
は
、
小
１
サ
ポ
ー
タ
ー
、
心

の
教
室
相
談
員
、
特
別
支
援
員
、
司
書
、

外
国
人
支
援
員
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
他
市
に
な
い
手
厚
い

配
置
に
よ
り
児
童
生
徒
が
安
定
し
た

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

河
か

合
わい

一
かず

也
や

（凌雲の会）

焼
津
駅
か
ら
漁
港
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　

居
心
地
よ
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
の
形
成
へ

社
会
基
盤
充
実
の
た
め
、
幹
線
道
路
及
び

生
活
道
路
の
計
画
的
な
整
備
を

岡
おか

田
だ

光
みつ

正
まさ

（市民派議員団）

焼津内港の漁具倉庫を利活用した

ワーケーション施設の工事風景
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Ｑ 

地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
２
０
１
４
で
取
り
組
ん
で
い

る
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ 

11
の
施
策
分
野
に
お
い
て
１
０
８
の

取
り
組
み
の
進
捗
管
理
を
し
て
い
る
。

　

 

今
年
度
末
ま
で
に
73
の
ア
ク
シ
ョ
ン

が
完
了
、
達
成
を
維
持
す
る
見
込
み

で
達
成
率
は
平
均
約
93
％
で
あ
る
。

Ｑ 

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め

の
５
か
年
加
速
対
策
に
よ
る
津
波
・

高
潮
対
策
の
取
り
組
み
は
。

Ａ 

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
推
進
計
画
に

基
づ
き
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
べ
く
ハ
ー
ド
対
策
の
整
備

を
加
速
し
て
進
め
て
き
た
。
潮
風
グ

リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
に
つ
い
て
は
事
業

を
加
速
さ
せ
、
今
年
度
完
成
す
る
。

　

 

津
波
・
高
潮
対
策
が
図
ら
れ
る
こ
と

は
生
命
、
財
産
、
産
業
を
守
る
上
で

大
変
重
要
で
あ
る
。
事
業
費
の
確
保

な
ど
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ 

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
大
井
川

水
防
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
今
後
ど
の

よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
く
の
か
。

Ａ 

大
井
川
流
域
の
さ
ら
な
る
安
全
・
安

心
体
制
を
築
き
、
大
井
川
左
岸
水
防

団
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
水
防
セ
ン

タ
ー
を
整
備
、
災
害
時
に
お
け
る
応

急
復
旧
に
必
要
な
緊
急
資
材
を
備
蓄

す
る
ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
離
着

陸
に
必
要
な
広
場
を
確
保
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業

Ｑ 
50
年
の
耐
用
年
数
を
迎
え
る
管
路
施

設
の
経
年
劣
化
対
策
は
。

Ａ 

施
設
の
優
先
度
に
基
づ
き
点
検
調
査

を
実
施
し
、
劣
化
度
の
高
い
も
の
か

ら
改
築
を
行
い
、
適
切
に
管
理
す
る

と
と
も
に
事
業
費
の
平
準
化
を
図
っ

て
い
き
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

の
縮
減
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
。

Ｑ 

令
和
元
年
台
風
19
号
で
は
、
高
潮
と

大
雨
に
よ
り
市
内
各
地
で
床
上
・
床

下
浸
水
被
害
が
多
く
発
生
し
た
。
浸

水
被
害
を
防
ぐ
治
水
対
策
の
現
状
は
。

Ａ 

二
級
河
川
の
梅
田
川
や
黒
石
川
の
改

修
に
加
え
、
成
案
寺
川
や
志
太
田
中

川
の
河
川
改
修
が
事
業
化
さ
れ
た
。

市
に
お
い
て
は
、
準
用
河
川
、
小
石

川
や
栄
田
川
の
嵩
上
げ
、
浚
渫
に
よ

る
河
道
整
備
な
ど
計
画
的
な
整
備
を

進
め
て
い
る
。
ソ
フ
ト
対
策
の
実
施

状
況
は
、
河
川
、
海
岸
の
画
像
や
水

位
情
報
を
一
元
化
し
た
焼
津
市
水
防

監
視
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
水
防
体

制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

橋
梁
長
寿
命
化
・
耐
震
補
強
事
業

Ｑ 

主
要
道
路
や
緊
急
輸
送
路
で
は
特
に

重
要
な
事
業
で
あ
り
、
事
業
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

Ａ 

橋
梁
長
寿
命
化
事
業
は
令
和
２
年
か

ら
10
か
年
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
で

修
繕
が
必
要
な
橋
梁
は
31
橋
で
、
３

年
度
末
に
黒
石
川
、
小
石
川
に
架
か

る
２
橋
が
完
了
す
る
。
耐
震
補
強
事

業
は
、
３
年
度
末
ま
で
に
１
２
７
橋

の
対
策
が
完
了
し
、
目
標
に
対
し
て

計
画
ど
お
り
進
捗
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

Ｑ 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
化
の
検
討
を
進

め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
、
令
和
４
年
度
以
降
の
取
り

組
み
は
。

Ａ 

こ
れ
ま
で
の
公
民
館
機
能
に
加
え
、

施
設
の
利
用
基
準
を
見
直
し
、
地
域

に
貢
献
す
る
民
間
企
業
の
活
動
や
個

人
利
用
な
ど
が
可
能
と
な
る
よ
う
検

討
を
進
め
、
令
和
４
年
度
に
条
例
等

の
整
備
を
整
え
る
。

焼
津
市
の
地
震
・
津
波
対
策

　

～
海
と
共
に
暮
ら
す

 
本
市
の
津
波
・
高
潮
対
策
～

河
川
治
水
対
策

 

浸
水
被
害
を
防
ぐ
治
水
対
策
の
現
状

須
す

﨑
ざき

　章
あきら

（凌雲の会）

藁
わら

科
しな

寧
やす

之
ゆき

（凌雲の会）

大井川河川防災ステーション

施設（中島地区）完成全景

越流に備え土のう常設（小石川）
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Ｑ 

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
授
業
を
行
う
こ
と

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
場
か

ら
机
が
狭
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
今

後
の
更
新
に
つ
い
て
対
処
は
ど
う
か
。

Ａ 

机
が
狭
い
と
い
う
声
は
、
学
校
現
場

か
ら
は
聞
い
て
い
な
い
。

Ｑ 

Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
の
環
境
に
つ
い
て
問
題

は
な
い
か
。

Ａ 

未
整
備
の
体
育
館
等
は
学
校
の
要
望

を
聞
き
、
優
先
順
位
を
つ
け
る
な
ど

検
討
し
た
い
。

Ｑ 

２
０
１
９
年
12
月
、
小
学
校
に
入
学

す
る
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
、
日
本
の
学
校
や
読

み
書
き
算
数
を
学
ぶ
プ
レ
ス
ク
ー
ル

が
、
焼
津
市
立
大
井
川
南
小
学
校
で

始
ま
っ
た
。

　 
自
治
体
の
主
催
で
は
県
内
初
で
あ
り
、

学
校
生
活
に
慣
れ
ず
に
苦
労
し
て
い

る
子
が
大
勢
い
る
中
で
、
事
前
学
習

の
助
け
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
を
ど

う
捉
え
る
か
。

Ａ 

基
本
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
校

に
入
っ
て
、
友
達
と
生
活
を
す
る
中

で
言
語
を
覚
え
て
い
く
が
、
母
語
が

き
ち
ん
と
覚
え
ら
れ
な
い
と
ど
ち
ら

の
言
葉
も
中
途
半
端
と
な
り
、
生
活

が
困
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、

こ
の
プ
レ
ス
ク
ー
ル
時
に
、
保
護
者

に
は
「
母
語
を
き
ち
ん
と
家
で
使
っ

て
覚
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
い

う
指
導
も
や
っ
て
い
る
。

Ｑ 

幼
稚
園
で
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

Ａ 

公
立
幼
稚
園
で
は
特
に
な
い
。

陣
痛
タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み

Ｑ 

民
間
事
業
者
へ
の
交
渉
を
早
期
に
実

現
す
る
こ
と
は
。

Ａ 

出
産
時
の
タ
ク
シ
ー
利
用
は
、
通
常

の
タ
ク
シ
ー
利
用
と
同
様
、
そ
の
都

度
対
応
で
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

Ｑ 

本
市
で
は
、
若
者
世
代
と
呼
ば
れ
る

25
歳
か
ら
30
歳
の
年
代
の
転
出
超
過

が
顕
著
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
傾
向

が
続
く
と
推
測
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
移
住
・
定
住
対
策
、
ま
た
は
、

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
へ
の
施
策
が
な

さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ 

移
住
定
住
総
合
支
援
サ
イ
ト
「
や
い

づ
ラ
イ
フ
」
に
お
い
て
、
移
住
を
検

討
す
る
方
に
情
報
発
信
を
行
う
と
共

に
、
移
住
希
望
者
に
ネ
ッ
ト
で
個
別

面
談
や
地
域
お
こ
し
隊
員
に
よ
る
現

地
案
内
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

 

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
施
策
と
し
て
、

合
同
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
企
業
訪
問
ツ
ア
ー
で
は
、
３

年
度
７
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
合

計
で
企
業
の
側
か
ら
は
１
０
６
社
、

学
生
の
皆
様
か
ら
１
６
７
名
の
参
加

が
あ
っ
た
。

Ｑ 

住
宅
取
得
支
援
制
度
の
「
子
育
て
世

帯
移
住
定
住
応
援
事
業
」
の
詳
細
や
、

そ
れ
ら
を
含
む
過
去
の
実
績
な
ど
は
。

Ａ 

移
住
を
後
押
し
す
る
た
め
、
移
住
就

業
支
援
制
度
等
を
継
続
的
に
実
施
す

る
と
共
に
新
た
な
住
宅
取
得
支
援
制

度
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
移
住
定
住

応
援
事
業
も
行
っ
て
い
る
。

　

 

市
外
か
ら
転
入
す
る
中
学
生
以
下
の

子
が
い
る
世
帯
ま
た
は
夫
婦
と
も
に

満
40
歳
以
下
の
世
帯
が
、
区
画
整
理

地
内
の
一
般
保
留
地
を
購
入
し
、
住

宅
を
新
築
し
た
場
合
に
最
大
１
０
０ 

万
円
、
市
内
の
中
古
住
宅
を
購
入
し

た
場
合
に
最
大
60
万
円
を
助
成
。

　

 

過
去
の
実
績
と
し
て
住
宅
取
得
支
援

事
業
に
よ
り
市
外
か
ら
転
入
さ
れ
た

方
は
、
令
和
元
年
度
以
降
、
27
世
帯

86
人
で
あ
る
。

待
っ
た
な
し
！
移
住
・
定
住
を
促
進

誰
も
が
大
切
に
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

学
校
教
育
現
場
の
充
実
を

石
いし

原
はら

孝
たか

之
ゆき

（無会派）

青
あお

島
しま

悦
えつ

世
よ

（市民派議員団）

プレスクール

SDGsターゲット４－２

焼津市移住定住応援サイト

「やいづライフ」
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